
医薬品・臨床検査・医療機器・食料品・化粧品の製造、
製造販売、販売

5,657名（全社2020年12月31日現在）
95名（首都圏第二支店2020年12月31日現在）

　　緊急災害時には、飲料・食品の備蓄庫としての
　役割と、電気が不通の場合でも手動操作で商品を
　取り出す事が出来る不測の事態に備えた自動販売
　機を設置。停電になると、自動販売機に電源が入
　らず、災害時に使用できない!との声があった背景
　から災害の発生により、ライフラインが寸断され
　てしまった時には一時的に飲料・食料を提供する
　インフラとして、の役割を担う。
　　自動販売機内の製品も社員の健康を意識した内

　容で飲料だけでは無くてカロリーメイトやソイジ 　　災害時救援自動販売機は、災害等で停電になっ

　ョイ等の栄養補助食品を災害備蓄の一環として入 　た際、人的操作で自動販売機内の健康飲料や食品

　れている。 　を搬出することができる

　ガス・電気・水道といったライフラインが
止まっても調理せずに飲食ができる且つ５大
栄養素のバランスを考えたカロリーメイト等
の備蓄品も揃えて社員分を確保している。又
ローリングストックを実施している。
　全国であらゆる災害が発生し、帰宅困難者
も出ている背景に伴い、トータルヘルスケア
カンパニーとしてのあるべき姿を考え備蓄品
の内容も健康に配慮した製品を準備した。
　昨今の社会情勢を鑑み、感染症対策にも必
要なマスク・アルコール消毒液等も揃えている。

　　数多くの自然災害が甚大な被害をもたらし、車
　に乗っている時に災害に遭遇する確率も高くなっ
　てきた背景から、事務所内の各個人の防災セット
　に加えて運転中の被災及び帰宅支援を考え、新た
　に2021年から全営業車に「車に積載しておくべき
　防災品８点（水、カロリーメイトロングライフ、
　脱出用ハンマー等）」を配付し設置。
　　常に不測の事態を想定して、社員各自責任の元、
　定期的に設置状況とセット内容を確認し備えてい
　る。

従業員それぞれに非常持出袋・防災車載セットを配付・設置

災害救援自販機の設置

健康を考えた食料・飲料水や感染症対策品の備蓄及び確保

帰宅困難者対策モデル企業

主 な 事 業

従 業 員 数

大塚製薬株式会社　首都圏第二支店


